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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力信
号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成すること
と、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受信されたと
きに不明である、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値比
以下であると判断することと、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値比以下であるとの判断に基づいて
前記第１のワイヤレス通信規格を識別することと、
　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する利
得制御信号を相関器に与えることとを備え、ここにおいて前記相関器は利得制御信号中で
前記入力信号を識別するように構成される、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値比を超えるとき、前記入力信号が
前記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通信規格によって送信されたと判断する
ことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に対応する、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記入力信号の前記電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大変化率
を超えるとき、前記入力信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通信規格
によって送信されたと判断することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記入力信号が第１のワイヤレス通信システムの一部である第１の基地局によって送信
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され、第２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号
と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴ
Ｓ）である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ(登録商
標)）を使用する、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムである、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する時間期間
にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、請求項８に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の周波数帯域で信号を受信することであって、前記複数の周波数帯域は第１の周波
数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信することと
、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断することと、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えることとをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記しきい値比は動的に最適化される、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号のの少なくとも１つを備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力信
号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成するため
の手段と、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受信さ
れたときに不明である、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値比
以下であると判断するための手段と、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値比以下であるとの判断に基づいて
前記第１のワイヤレス通信規格を識別するための手段と、
　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する利
得制御信号を相関器に与えるための手段とを備え、ここにおいて前記相関器は利得制御信
号中で前記入力信号を識別するように構成される、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１７】
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値比を超えるとき、前記入力信号が
前記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通信規格によって送信されたと判断する
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ための手段をさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に関する、請求項１６に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記入力信号の前記電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大変化率
を超えるとき、前記入力信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通信規格
によって送信されたと判断するための手段をさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記入力信号が第１のワイヤレス通信システムの一部である第１の基地局によって送信
され、第２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号
と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴ
Ｓ）である、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）を使用す
る、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムである、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する時間期間
にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、請求項２３に記載
の装置。
【請求項２５】
　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　複数の周波数帯域で信号を受信するための手段であって、前記複数の周波数帯域は第１
の周波数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信する
ための手段と、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断するための手段と、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えるための手段とをさらに備える、請
求項１６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号のの少なくとも１つを備える、請求項１
６に記載の装置。
【請求項３０】
　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力
信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成するこ
とと、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受信された
ときに不明である、
　　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値比以下であると判断することと、
　　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値比以下であるとの判断に基づい
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て前記第１のワイヤレス通信規格を識別することと、
　　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する
利得制御信号を相関器に与えることと行うように構成され、ここにおいて前記相関器は利
得制御信号中で前記入力信号を識別するように構成される、処理システムを備える、ワイ
ヤレス通信のための装置。
【請求項３１】
　前記複数の電力推定値が、ワイヤレス通信システムによって定義されるシンボル持続時
間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得され
る、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記処理システムは、
　複数の周波数帯域で信号を受信することであって、前記複数の周波数帯域は第１の周波
数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信することと
、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断することと、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えることとをするようにさらに構成さ
れる、請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号のの少なくとも１つを備える、請求項３
０に記載の装置。
【請求項３４】
　コンピュータ実行可能なコードを記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
前記コンピュータ実行可能なコードは、
　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力
信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成するた
めのコードと、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受
信されたときに不明である、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値比
以下であると判断するためのコードと、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値比以下であるとの判断に基づいて
前記第１のワイヤレス通信規格を識別するためのコードと、
　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する利
得制御信号を相関器に与えるためのコードとを備え、ここにおいて前記相関器は利得制御
信号中で前記入力信号を識別するように構成される、コンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記コンピュータ実行可能なコードは、第２のワイヤレス通信システムによって定義さ
れるシンボル持続時間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングするこ
とによって前記複数の電力推定値を取得するためのコードを備える、請求項３４に記載の
コンピュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記コンピュータ実行可能なコードは、
　複数の周波数帯域で信号を受信するためのコードであって、前記複数の周波数帯域は第
１の周波数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信す
るためのコードと、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断するためのコードと、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えるためのコードとを備える、請求項
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３４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号のの少なくとも１つを備える、請求項３
４に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　[0096]以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるようにする
ために与えたものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかで
あり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求
の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛
盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記され
ていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味す
るものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複
数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわ
たって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本
明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書
に開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されている
かどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が
「のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスフ
ァンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された
入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成す
ることと、
　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判断
することであって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複
数を備える、判断することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２]　前記ＰＡＰＲが前記しきい値比を超えないとき、利得制御信号を相関器に与える
ことであって、前記相関器が、前記利得制御信号中で前記当該の信号を識別するように構
成された、与えることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に対応する、Ｃ１に
記載の方法。
[Ｃ４]　前記入力信号の前記電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大
変化率を超えるとき、前記入力信号が前記当該の信号を備えないと判断される、Ｃ３に記
載の方法。
[Ｃ５]　前記当該の信号が第１のワイヤレス通信システムの基地局によって送信され、第
２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号と同じ周
波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム（
ＵＭＴＳ）である、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）
を使用する、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ８]　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）システムである、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ９]　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する時
間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、Ｃ８に記載
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の方法。
[Ｃ１０]　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ１０に記載の方
法。
[Ｃ１２]　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうかを判断する前記ステップが、
複数の周波数帯域から受信された信号について実行され、ＰＡＰＲに基づいて第１の周波
数帯域から受信された信号が前記当該の信号を備えないと判断した後に、前記当該の信号
について前記第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控えることをさらに
備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ１４]　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信され
た入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成
するための手段と、
　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判断
するための手段であって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つま
たは複数を備える、判断するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１５]　前記ＡＧＣは、前記ＰＡＰＲが前記しきい値比を超えないとき、利得制御信号
を相関器に与えるように構成され、前記相関器が、前記利得制御信号中で前記当該の信号
を識別するように構成された、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１６]　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に関する、Ｃ１４
に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記入力信号の前記電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最
大変化率を超えるとき、前記入力信号が前記当該の信号を備えないと判断される、Ｃ１６
に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記当該の信号が第１のワイヤレス通信システムの基地局によって送信され、
第２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号と同じ
周波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム
（ＵＭＴＳ）である、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）
を使用する、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション
（ＬＴＥ）システムである、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する
時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、Ｃ２１に
記載の装置。
[Ｃ２３]　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ２３に記載の装
置。
[Ｃ２５]　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうかを判断するための前記手段は
、前記当該の信号が、複数の周波数帯域から受信された１つまたは複数の信号中に存在す
るかどうかを判断するように適応され、前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうか
を判断するための前記手段は、ＰＡＰＲに基づいて第１の周波数帯域から受信された信号
が前記当該の信号を備えないと判断した後に、前記当該の信号について前記第１の周波数
帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控えるように構成された、Ｃ１８に記載の装置
。
[Ｃ２７]　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信さ
れた入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生
成することと、
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　　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判
断することであって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは
複数を備える、判断することと
　を行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２８]　前記複数の電力推定値が、第２のワイヤレス通信システムによって定義される
シンボル持続時間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることに
よって取得される、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記処理システムは、複数の周波数帯域から受信された１つまたは複数の信号
が前記当該の信号を備えるかどうかを判断し、前記処理システムは、ＰＡＰＲに基づいて
第１の周波数帯域から受信された信号が前記当該の信号を備えないと判断した後に、前記
当該の信号について前記第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控えるよ
うにさらに構成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３０]　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信さ
れた入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生
成するためのコードと、
　　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判
断するためのコードであって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１
つまたは複数を備える、判断するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３１]　前記複数の電力推定値が、第２のワイヤレス通信システムによって定義される
シンボル持続時間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることに
よって取得される、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ３２]　前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうかを判断するための前記コード
は、複数の周波数帯域から受信された１つまたは複数の信号が前記当該の信号を備えるか
どうかを判断するためのコードを含み、前記コンピュータ可読媒体は、ＰＡＰＲレベルに
基づいて第１の周波数帯域から受信された信号が前記当該の信号を備えないと判断した後
に、前記当該の信号について前記第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを
控えるためのコードを備える、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ３３]　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御することであって、前記Ａ
ＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電力レベルを
超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御することと、
　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、当
該の信号について現在の探索を終了することと、
　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成することとを備える
、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ３４]　前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備え
る、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３５]　前記ＡＧＣが、入力電力の増加に応答して、前記ＡＧＣの利得の変化率を制限
する、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３６]　前記ＡＧＣが、前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルの増加に応答して、前記ＡＧ
Ｃの利得を低減する、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３７]　前記第１のしきい値電力レベルが前記ＡＧＣの設定点に対応する、Ｃ３３に記
載の方法。
[Ｃ３８]　入力電力が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３９]　前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）があらかじめ定義され
た時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当該の信号について前記現在の探
索を終了するように前記ＡＧＣと前記相関器とのうちの１つまたは複数を構成することを
さらに備える、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ４０]　前記あらかじめ定義された時間期間が、３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）システムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応する、Ｃ３
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９に記載の方法。
[Ｃ４１]　前記当該の信号が、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の基
地局によって送信される信号を備え、前記ＬＴＥシステムの発展型ノードＢが、前記ＵＭ
ＴＳの制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ４０に記載の方法。
[Ｃ４２]　前記当該の信号が広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）信号を備える、Ｃ
４０に記載の方法。
[Ｃ４３]　前記ＡＧＣまたは前記相関器が前記現在の探索を終了したとき、前記当該の信
号について次の探索を開始することをさらに備え、前記次の探索が、前記現在の探索にお
いて探索された前記チャネルとは異なる前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ４０に
記載の方法。
[Ｃ４４]　前記次の探索が、前記現在の探索において探索された前記チャネルに隣接しな
い前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ４３に記載の方法。
[Ｃ４５]　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御するための手段であって、
前記ＡＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電力レ
ベルを超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御するための手段
と、
　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成するための手段と、
　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、前
記当該の信号について現在の探索を終了するための手段とを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
[Ｃ４６]　前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備え
る、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４７]　前記ＡＧＣが、入力電力の増加に応答して、前記ＡＧＣの利得の変化率を制限
する、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４８]　前記ＡＧＣが、前記ＡＧＣ出力の電力の増加に応答して、前記ＡＧＣの利得を
低減する、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４９]　前記第１のしきい値電力レベルが前記ＡＧＣの設定点に対応する、Ｃ４５に記
載の装置。
[Ｃ５０]　入力電力が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ５１]　前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）があらかじめ定義され
た時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当該の信号について前記現在の探
索を終了するように前記ＡＧＣと前記相関器とのうちの１つまたは複数を構成することを
さらに備える、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ５２]　前記あらかじめ定義された時間期間が、３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）システムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応する、Ｃ５
１に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記当該の信号が、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の基
地局によって送信される信号を備え、前記ＬＴＥシステムの発展型ノードＢが、前記ＵＭ
ＴＳの制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ５２に記載の装置。
[Ｃ５４]　前記当該の信号が広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）信号を備える、Ｃ
５２に記載の装置。
[Ｃ５５]　前記ＡＧＣまたは前記相関器が前記現在の探索を終了したとき、前記当該の信
号について次の探索を開始することをさらに備え、前記次の探索が、前記現在の探索にお
いて探索された前記チャネルとは異なる前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ５２に
記載の装置。
[Ｃ５６]　前記次の探索が、前記現在の探索において探索された前記チャネルに隣接しな
い前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ５５に記載の装置。
[Ｃ５７]　　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御することであって、前記
ＡＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電力レベル
を超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御することと、
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　　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成することと、
　　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、
前記当該の信号について現在の探索を終了することと
　を行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ５８]　前記処理システムは、前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）
があらかじめ定義された時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当該の信号
について前記現在の探索を終了するように構成された、Ｃ５７に記載の装置。
[Ｃ５９]　　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御するためのコードであっ
て、前記ＡＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電
力レベルを超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御するための
コードと、
　　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成するためのコード
と、
　　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、
前記当該の信号について現在の探索を終了するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ６０]　前記コンピュータ可読媒体は、前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ）があらかじめ定義された時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当
該の信号について前記現在の探索を終了するためのコードを備える、Ｃ５９に記載の装置
。
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